
平
成
19
年
第
１
回
（
３
月
）
定
例
会
で

は
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
諮
問
、
承
認

案
、
同
意
案
、
条
例
案
等
51
件
、
新
年
度

予
算
案
を
含
む
予
算
案
40
件
と
議
員
提
出

議
案
２
件
の
計
93
件
の
議
案
と
請
願
２
件

が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
初
日
に
は
、
89
議
案
と
請
願
１

件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
承
認

案
１
件
、
諮
問
７
件
、
同
意
案
１
件
は
初

日
に
審
議
し
、そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
年
度
予
算
案
を
除
く
そ
の
他

の
議
案
と
請
願
を
所
管
の
常
任
委
員
会
に

付
託
し
、
各
常
任
委
員
会
で
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

定
例
会
２
日
目
に
は
、
各
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
案
件
（
昨
年
第
３
回
定
例

会
か
ら
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
請
願
１

件
を
含
む
）
に
つ
い
て
、
各
委
員
長
の
報

告
・
討
論
・
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、議
案
に
つ
い
て
は
す
べ
て
提

案
ど
お
り
可
決
し
、請
願
２
件
に
つ
い
て
は

不
採
択
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出

議
案
２
件
を
提
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
案
は
、
平
成
18
年
度
予
算

に
比
べ
３
・
３
％
の
増
と
な
る
も
の
で

す
。
そ
の
主
な
要
因
は
、
教
育
費
の
23
・

９
％
の
増
、
消
防
費
の
10
・
１
％
の
増
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
新
年
度
予
算
案
に

つ
い
て
は
、
定
例
会
１
日
目
に
設
置
さ
れ
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新
年
度
予
算
可
決
　
一
般
会
計
６
５
２
億
２
６
０
０
万
円

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
と
し
て
18
新
事
業
を
実
施
へ

平成19年
第1回定例会

■重点施策
「豊かな自然環境・文化・歴史を活かしたまちづくり」
「国際・学術・技術・研究機能を活かしたまちづくり」を目指して
「県央の交通拠点性を活かしたまちづくり」

・さらなる発展と利便性の高い暮らしのための基盤づくり
・安全で快適な生活環境づくり
・誰もが安心して暮らせる地域づくり
・知的資源を活用した地域づくり
・多彩で活力あふれる産業づくり
・豊かな資源を活用した交流ネットワークづくり
・個性と創造性あふれる人づくり
・施策の推進に向けて

平成19年度予算の概要

市　　　税 
47.2％ 

30,770,032

一般財源 
68.4％ 

44,630,943

特定財源 
31.6％ 

20,595,057

使用料及び手数料　1.7％ 
　1,136,168 
 
財産収入　0.2％ 
　108,837 
 
寄付金　0.0％ 
　2,030

地方交付税 
9.3％ 

6,090,000

地方譲与税 
1.3％ 

812,000

自動車取得税交付金 
0.7％ 

474,000 
 

諸　収　入 
0.4％ 

282,328 
 

地方特例交付金 
0.3％ 

191,000 
 

そ　の　他 
1.2％ 

741,212 地方消費税交付金 
2.7％ 

1,756,000

繰　入　金 
2.7％ 

1,784,371

市　　　債 
10.3％ 

6,705,700

国庫支出金 
7.9％ 

5,130,391

総　額 

100.0％ 

65,226,000

県支出金　4.7％ 
3,105,159

諸　収　入　2.5％ 
1,635,224

繰　入　金　2.5％ 
1,602,298

分担金及び負担金　1.8％ 
1,169,250

市債　2.6％ 
1,730,000

歳入予算款別構成図 
（単位：千円） 



た
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
９
日
間

に
お
よ
ぶ
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

定
例
会
最
終
日
に
は
、
新
年
度
予
算
案

に
つ
い
て
、
予
算
特
別
委
員
長
の
報
告
、

討
論
、
採
決
を
行
い
、
す
べ
て
提
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
意
案
２
件

を
提
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
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■第１回定例会の日程
２月23日（１日目） 開会、会期の決定、竹原広域行政組合議会議員の選挙、広島県後期高齢

者医療広域連合議会議員の選挙、議案説明、承認案採決【承認可決】、諮
問採決【適任可決】、同意案採決【同意可決】、新年度予算案を除く議案
付託（常任委員会）、予算特別委員会設置・委員の選任、新年度予算案付
託（予算特別委員会）、請願付託（常任委員会）

２月26日～３月１日 付託議案・請願の常任委員会審査
３月02日（２日目） 常任委員長報告―新年度予算案を除く議案採決【原案可決】、請願採決

【不採択】、議員提出議案採決【原案可決】
３月05日（３日目） 代表質問
３月06日（４日目） 代表質問
３月07日（５日目） 代表質問、一般質問
３月8～9・12～16・19～20日 付託議案の予算特別委員会審査
３月22日（６日目） 予算特別委員長報告―新年度予算案採決【原案可決】、議案説明、同意案

採決【同意可決】､閉会

■第1回定例会で
可決した案件

●条例案等 40件
●予算案 40件
●承認案 1件
●諮問 7件
●同意案 3件
●議員提出議案 2件

歳出予算性質別構成図（単位：千円） 

総　額 

100.0％ 

65,226,000

義務的経費 
48.2％ 

31,448,537

予　備　費 
0.1％ 
60,000

人　件　費 
20.7％ 

13,486,677

公　債　費 
16.5％ 

10,799,194

扶　助　費 
11.0％ 

7,162,666

普通建設事業費 
20.2％ 

13,188,456

災害復旧事業費 
0.2％ 

164,272

繰　出　費 
8.7％ 

5,675,233

物　件　費 
12.5％ 

8,148,101

補助費等 
5.8％ 

3,793,839

維持補修費 
2.4％ 

1,541,228

貸　付　費 
1.7％ 

1,084,221

投資及び出資金 
積　立　金 
0.2％ 

122,113 その他の行政経費 
予　備　費 
20.8％ 

13,543,168

投資的経費 
20.4％ 

13,352,728

投融資関係経費 
10.6％ 

6,881,567

民　生　費 
23.6％ 

15,407,766

労　働　費 
0.4％ 

254,081

議　会　費 
0.6％ 

416,602

諸支出金 
0.9％ 

558,756

商　工　費 
2.7％ 

1,775,435

消　防　費 
3.8％ 

2,471,284

農林水産業費 
4.1％ 

2,658,099

土　木　費 
17.5％ 

11,388,652

公　債　費 
16.6％ 

10,799,194

教　育　費 
12.8％ 

8,367,793

総　務　費 
11.0％ 

7,204,462

衛　生　費 
5.7％ 

3,699,604

総　額 

100.0％ 

65,226,000

災害復旧費　0.2％　164,272 
予　備　費　0.1％　  60,000

歳出予算款別構成図（単位：千円） 



従
来
の
事
務
事
業
の
発
想
の
転
換
や
新

し
い
手
法
の
導
入
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
か
ら
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

事
業
や
、
困
難
な
課
題
の
解
決
に
挑
戦
す

る
よ
う
な
事
業
に
取
り
組
む
た
め
の
予
算

が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

○
事
業
数
　
　
18
事
業

○
予
算
総
額
　
１
億
８
６
０
０
万
９
千
円

○
事
業
名

・
公
共
交
通
導
入
促
進
事
業

・
浸
水
改
善
事
業

・
市
営
住
宅
管
理
運
営
事
業
（
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
等
家
賃
減
額
助
成
）

・
収
納
率
向
上
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業

・
子
育
て
・
障
害
総
合
支
援
事
業

・
地
域
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

・
私
立
保
育
所
運
営
委
託
事
業
（
保
育

所
地
域
活
動
助
成
）

・
母
子
栄
養
相
談
事
業

・
新
産
業
立
地
・
活
性
化
推
進
事
業

・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
海
の
幸
事
業

・
畜
産
経
営
安
定
対
策
事
業

・
地
産
地
消
推
進
事
業

・
多
文
化
共
生
事
業

・
み
ん
な
の
公
園
事
業

・
心
と
体
を
育
て
る
教
育
再
生
事
業

・
ふ
る
さ
と
元
気
塾（
新
東
広
島
学
）事
業

・
大
学
マ
ス
タ
ー
ズ
活
用
事
業

・
道
路
橋
り
ょ
う
長
期
保
全
事
業

【
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
と
は
】

●
一
般
会
計
予
算

▽
委
員
か
ら
の
主
な
意
見
・
要
望

・
い
き
い
き
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童

の
早
期
解
消
を
望
む
。

《
予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
概
要
》

・
今
後
予
定
さ
れ
る
大
規
模
ハ
ー
ド
事
業

を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
他
の
事

業
の
縮
小
を
招
く
こ
と
の
な
い
財
政
計

画
を
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
よ
り
広
域
的
な
共
同
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
に
よ
る
電
算
シ
ス
テ
ム
構
築
経
費
の

削
減
を
。

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
充
実
を
。

・
商
工
会
議
所
及
び
商
工
会
へ
の
助
成
額

の
見
直
し
を
。

・
新
た
な
工
業
団
地
の
早
期
整
備
を
。

・
道
路
整
備
・
維
持
の
た
め
の
予
算
の
十

分
な
確
保
を
。
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給水戸数 

年間総配水量 

一日平均配水量 

収益的収入 

収益的支出 

資本的収入 

資本的支出 

平成19年度当初業務予定量・予算額 

63,910戸 

17,139,000

46,956

43億3,732万9千円 

44億 186万3千円 

8億1,911万1千円 

19億2,474万2千円 

平成18年度当初業務予定量・予算額 

62,900戸 

17,183,000

47,077

42億5,465万3千円 

42億9,492万円 

8億3,666万7千円 

18億4,743万8千円 

区　　　分 

■水道事業会計 

一　　般　　会　　計 

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計 

合　　　　計 

住宅新築資金等貸付事業 

公共下水道事業 

東広島中核工業団地汚水処理施設事業 

原地区工業団地汚水処理施設事業 

志和流通団地汚水処理施設事業 

黒瀬地区工業団地汚水処理施設事業 

河内臨空団地汚水処理施設事業 

農業集落排水事業 

東広島駅前土地区画整理事業 

ひがしひろしま墓園管理事業 

特定地域生活排水処理事業 

安芸津港湾事業 

国民健康保険 

老人保健 

介護保険 

財産区（管理会） 

計 

平成19年度当初予算額 

652億2,600万円 

1,399万2千円 

61億4,676万9千円 

1,964万4千円 

407万2千円 

1,128万8千円 

621万円 

3,793万5千円 

5億5,637万3千円 

4億1,616万円 

3,439万9千円 

1,171万8千円 

991万円 

144億5,360万7千円 

149億1,739万円 

101億2,120万8千円 

856万5千円 
（10管理会） 

467億6,924万円 

1,119億9,524万円 

平成18年度当初予算額 

631億6,300万円 

1,910万1千円 

79億2,302万円 

1,962万1千円 

427万8千円 

1,169万9千円 

683万3千円 

684万6千円 

5億3,291万4千円 

5億5,375万7千円 

2,715万2千円 

1,154万4千円 

956万6千円 

131億8,105万7千円 

149億9,602万8千円 

95億8,449万2千円 

1,483万7千円 
（10管理会） 

469億 274万5千円 

1,100億6,574万5千円 

区　　　　分 



▽
委
員
会
で
の
反
対
討
論

住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
予
算
、
中
小
企

業
の
経
営
安
定
化
の
た
め
の
予
算
が
不
十

分
で
あ
る
。
財
政
の
悪
化
を
招
く
投
資
的

経
費
が
増
加
し
て
い
る
。

▽
委
員
会
で
の
賛
成
討
論

頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
新
型

地
方
交
付
税
な
ど
の
国
の
地
方
制
度
改
革

に
十
分
に
配
慮
し
た
予
算
と
な
っ
て
い

る
。

▽
委
員
会
の
審
査
結
果

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

●
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算

▽
委
員
か
ら
の
主
な
意
見
・
要
望

・
事
業
の
採
算
性
を
見
込
ん
だ
下
水
道
整

備
計
画
の
見
直
し
を
。

・
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
し
を
可
能
な
範

囲
で
行
っ
た
上
で
の
、
適
正
な
水
道
料

金
の
設
定
を
。

▽
委
員
会
で
の
反
対
討
論

国
保
税
の
滞
納
問
題
の
抜
本
的
解
決
へ

向
け
た
、
国
保
税
の
引
き
下
げ
や
減
免
制

度
の
積
極
的
活
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

老
人
保
健
は
、
制
度
そ
の
も
の
に
抜
本
的

な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
介
護
保
険
制
度

を
よ
り
利
用
し
や
す
い
も
の
と
す
る
た
め

の
支
援
が
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
な

い
。

▽
委
員
会
の
審
査
結
果

採
決
の
結
果
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
・
介
護
保
険
特
別
会
計
・
老
人
保
健
特

別
会
計
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
を
も
っ

て
、
そ
の
他
の
会
計
に
つ
い
て
は
、
全
会

一
致
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。

●
一
般
会
計
予
算

▼
反
対
討
論

中
小
企
業
や
市
民
生
活
を
支
え
る
予
算

が
必
要
で
あ
る
。
財
政
健
全
化
に
は
投
資

的
経
費
の
抑
制
が
必
要
だ
が
、
新
年
度
予

算
で
は
増
大
し
て
い
る
。

▼
賛
成
討
論

限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
活
用
し
、
新

市
建
設
計
画
の
着
実
な
実
施
、
産
業
の
活

性
化
、
福
祉
施
策
・
教
育
環
境
の
充
実
な

ど
、
創
意
工
夫
し
な
が
ら
予
算
を
重
点
配

分
し
て
い
る
。
前
年
度
比
３
･
３
％
増
の

積
極
型
予
算
は
評
価
す
る
。

地
方
分
権
の
受
け
皿
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
る
中
、
本
市
の
新
年
度
予
算
は
妥
当
な

も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
国
が
行
う
地
方

財
政
制
度
改
革
に
十
分
配
慮
し
た
予
算
と

な
っ
て
い
る
。

●
特
別
会
計
予
算

▼
反
対
討
論

支
払
い
能
力
を
超
え
る
国
保
税
を
引
き

下
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
国
保
税
の
減
免
制

度
の
拡
充
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
後
期
高

齢
者
医
療
の
創
設
で
新
た
な
負
担
が
生
じ

る
。
老
人
保
健
制
度
に
大
き
な
欠
陥
を
持

っ
て
い
る
。
介
護
保
険
料
の
軽
減
や
助
成

を
行
い
、
介
護
保
険
制
度
の
充
実
を
図
る

べ
き
で
あ
る
。

《
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

本
会
議
で
行
わ
れ
た
討
論
》

【
総
務
委
員
会
付
託
案
件
】

●
竹
原
広
域
行
政
組
合
規
約
の
変
更

収
入
役
と
吏
員
制
度
を
廃
止
し
、
会

計
管
理
者
を
設
置
す
る
も
の
。

●
広
島
中
央
広
域
行
政
組
合
規
約
の
変
更

収
入
役
と
吏
員
制
度
を
廃
止
し
、
会

計
管
理
者
を
設
置
す
る
も
の
。

●
広
島
県
市
町
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及

び
組
合
規
約
の
変
更

同
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
一
部
が
脱
退
す
る
も
の
。
ま
た
、
収

入
役
と
吏
員
制
度
を
廃
止
し
、
会
計
管

理
者
を
設
置
す
る
も
の
。

●
広
島
県
市
町
公
務
災
害
補
償
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
減
及

び
組
合
規
約
の
変
更

同
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
一
部
が
脱
退
し
、
１
団
体
が
新
た
に

加
入
す
る
も
の
。
ま
た
、
吏
員
制
度
を

廃
止
し
、
会
計
管
理
者
を
設
置
す
る
も

の
。

●
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

助
役
、
収
入
役
及
び
吏
員
制
度
の
廃

止
並
び
に
副
市
長
の
設
置
に
係
る
関
係

条
例
の
整
理
を
行
う
も
の
。

常
任
委
員
会
に

付
託
し
て
可
決
し
た
案
件

●
副
市
長
定
数
条
例
の
制
定

副
市
長
の
定
数
を
２
人
と
定
め
る
も

の
。

●
印
紙
及
び
広
島
県
証
紙
購
入
基
金
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

県
か
ら
移
譲
さ
れ
る
旅
券
申
請
受
付

事
務
を
円
滑
に
行
う
た
め
、印
紙
及
び
広

島
県
証
紙
購
入
基
金
を
設
置
す
る
も
の
。

●
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

建
築
物
の
確
認
申
請
に
係
る
計
画
が

一
定
の
構
造
計
算
に
係
る
基
準
に
適
合

す
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
と
き
の
手

数
料
を
定
め
る
と
と
も
に
、
県
か
ら
移

譲
さ
れ
る
事
務
の
実
施
に
関
し
、
新
た

に
徴
収
す
る
手
数
料
を
定
め
る
も
の
。

●
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

国
家
公
務
員
の
一
般
職
の
職
員
の
給

与
の
改
定
に
合
わ
せ
て
、
本
市
職
員
の

給
与
の
改
定
を
行
う
も
の
。

●
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
改
正

部
の
分
掌
事
務
の
見
直
し
、部
・
課
の

新
設
を
行
う
も
の
。
ま
た
、
収
入
役
を
廃

止
し
会
計
管
理
者
を
置
く
こ
と
に
伴
い
、

収
入
役
室
の
名
称
を
変
更
す
る
も
の
。

【
文
教
厚
生
委
員
会
付
託
案
件
】

●
広
島
県
と
東
広
島
市
と
の
間
に
お
け
る

特
別
児
童
扶
養
手
当
認
定
等
事
務
の
事

務
委
託

県
か
ら
特
別
児
童
扶
養
手
当
認
定
等

事
務
の
委
託
を
受
け
る
こ
と
に
伴
い
、事

務
委
託
に
関
す
る
規
約
を
定
め
る
も
の
。
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●
文
化
財
保
護
条
例
の
制
定

市
指
定
の
文
化
財
に
「
文
化
的
景
観
」

を
加
え
る
ほ
か
、
文
化
財
の
指
定
、
管

理
等
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

●
あ
き
つ
子
育
て
世
代
向
け
賃
貸
住
宅
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正

あ
き
つ
子
育
て
世
代
向
け
賃
貸
住
宅

に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
要
件

を
緩
和
す
る
も
の
。

●
老
人
集
会
所
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一

部
改
正

老
朽
化
し
た
造
賀
福
寿
会
館
及
び
上

黒
瀬
老
人
集
会
所
を
廃
止
す
る
も
の
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
設
置
及

び
管
理
条
例
の
一
部
改
正

福
富
町
上
戸
野
に
上
戸
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
設
置
す
る
も
の
。

【
市
民
経
済
委
員
会
付
託
案
件
】

●
町
及
び
字
の
区
域
の
廃
止
並
び
に
町
の

区
域
の
変
更

河
内
町
入
野
の
一
部
の
町
及
び
字
の

区
域
を
廃
止
し
、
そ
の
区
域
を
高
屋
台

二
丁
目
の
町
の
区
域
に
変
更
す
る
も
の
。

●
字
の
区
域
の
変
更

地
籍
の
明
確
化
に
伴
い
、安
芸
津
町
風

早
地
域
の
字
の
区
域
を
変
更
す
る
も
の
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
施
設
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
改
正

柳
国
下
モ
原
会
館
な
ど
地
域
集
会
所

３
施
設
を
新
た
に
設
置
す
る
も
の
。

●
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

家
庭
ご
み
袋
を
市
内
全
域
で
統
一

し
、
県
か
ら
移
譲
さ
れ
る
事
務
に
係
る

手
数
料
を
新
設
す
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

ご
み
袋
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
ス

ー
パ
ー
の
レ
ジ
袋
が
ご
み
と
し
て
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。意
識
啓
発
が
進
ま
な

け
れ
ば
ご
み
の
不
法
投
棄
に
つ
な
が
る
。

●
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

県
営
土
地
改
良
事
業
に
係
る
分
担
金

の
負
担
割
合
を
明
確
に
す
る
も
の
。

●
企
業
立
地
促
進
条
例
の
一
部
改
正

障
害
者
の
雇
用
に
係
る
助
成
措
置
の

拡
充
を
図
る
も
の
。

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

柳
国
下
モ
原
会
館
な
ど
地
域
集
会
所

３
施
設
の
管
理
を
行
う
指
定
管
理
者
と

し
て
、
下
モ
原
自
治
会
な
ど
３
団
体
を

指
定
す
る
も
の
。

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

福
富
物
産
し
ゃ
く
な
げ
館
な
ど
農
畜

産
物
の
加
工
所
、直
売
所
及
び
集
出
荷
施

設
11
施
設
の
管
理
を
行
う
指
定
管
理
者

と
し
て
、福
富
物
産
し
ゃ
く
な
げ
館
運
営

協
議
会
な
ど
11
団
体
を
指
定
す
る
も
の
。
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平成19年第1回定例会　議決状況

住宅新築資金等貸付事業（2） 
公共下水道事業（2） 
東広島中核工業団地汚水処理施設事業（1） 
志和流通団地汚水処理施設事業（1） 
農業集落排水事業（1） 
東広島駅前土地区画整理事業（1） 
ひがしひろしま墓園管理事業（1） 
安芸津港湾事業（1） 
国民健康保険 
（3） 

老人保健（1） 
介護保険（2） 

事業勘定 
直営診療施設勘定 

保険事業勘定 

補正額（補正内容） 

（財源更正） 
3億2,927万1千円減 

（財源更正） 
86万円　 減 
761万8千円減 

2億5,495万3千円減 
693万8千円減 
20万円　 増 

6億5,016万6千円減 
614万円　 減 
7,780万1千円減 
1,006万3千円減 

総　　　額 

　2,118万7千円 
76億2,864万5千円 

1,962万1千円 
1,083万9千円 

5億2,529万6千円 
2億9,880万4千円 
2,021万4千円 
976万6千円 

131億4,519万2千円 
6,359万円 

149億1,822万7千円 
90億6,087万7千円 

会計名（補正回数） 

収益的収入及び支出 

資本的収入及び支出 

区　　　分 

収入 
支出 
収入 
支出 

補　正　額 

3,637万7千円減 
9,730万円　 減 

1億8,229万4千円減 
2億1,947万3千円減 

総　　　額 

42億3,725万6千円 
43億 38万2千円 
7億5,430万5千円 
16億9,185万5千円 

●平成１８年度特別会計補正予算を可決しました 

＜反対討論＞ 
　レセプト点検により医療費が減額された場合の本人負担分の過払い部分について、 
１万円以上の過払いは厚生労働省から本人に通知をするよう指示がでているが、本市 
は通知を実施していない。 
 ●平成１８年度水道事業会計補正予算（第2号）を可決しました 

●平成18年度一般会計補正予算（第3号）を可決しました
補正額　9億2,132万円減　　　　　補正後の総額　652億997万3千円
（主な補正内容）
・ 総務費 （電算処理システム管理運営の減など） 2億2,289万4千円減
・ 民生費 （老人保健特別会計繰出金の減など） 1,345万1千円減
・ 衛生費 （ペットボトル等処理施設管理運営の減など） 6,702万円0 減
・ 農林水産業費 （農道整備事業の減など） 2億2,814万4千円減
・ 商工費 （企業立地促進一般事業の増など） 4億6,731万4千円増
・ 土木費 （公共下水道事業特別会計繰出金の減など） 4億1,785万5千円減
・ 教育費 （中学校建設費の減など） 2億8,767万2千円減
・ 災害復旧費 （農林業用施設補助災害復旧事業の減など） 8,818万円0 減
・ 公債費 （長期借入金利子の減など） 1,942万3千円減



【
建
設
委
員
会
付
託
案
件
】

●
請
負
契
約
の
締
結

（
仮
称
）
東
広
島
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
新
築
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る

も
の
。

（
建
築
一
式
工
事
）

契
約
金
額
　
６
億
９
０
９
０
万
円

契
約
の
相
手
方

広
成
・
楠
本
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体

（
空
調
設
備
工
事
等
一
式
）

契
約
金
額
　
４
億
７
５
６
５
万
円

契
約
の
相
手
方

ダ
イ
ダ
ン
・
中
電
工
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体

（
衛
生
器
具
設
備
・
給
水
設
備
等
一
式
）

契
約
金
額
　

１
億
９
２
９
３
万
７
５
０
０
円

契
約
の
相
手
方

豊
国
工
業
株
式
会
社
中
国
支
店

（
電
気
設
備
工
事
一
式
）

契
約
金
額
　
１
億
５
７
５
０
万
円

契
約
の
相
手
方

株
式
会
社
長
沼
電
業
社
東
広
島

営
業
所

（
厨
房
機
器
設
置
工
事
一
式
）

契
約
金
額
　
４
億
７
０
４
０
万
円

契
約
の
相
手
方

株
式
会
社
サ
タ
ケ

〈
反
対
討
論
〉

食
中
毒
、交
通
渋
滞
な
ど
の
際
の
対
応

に
つ
い
て
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い

な
い
。自
校
方
式
の
優
位
性
が
再
認
識
さ

れ
て
い
る
中
、全
国
の
流
れ
に
逆
行
し
て

い
る
。
地
産
地
消
、食
育
の
推
進
の
観
点

か
ら
も
自
校
方
式
や
ミ
ニ
セ
ン
タ
ー
方

式
に
よ
り
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

●
財
産
の
取
得

龍
王
山
総
合
公
園
の
用
地
を
買
い
入

れ
る
も
の
。

取
得
す
る
財
産

黒
瀬
町
丸
山
字
竜
王
前
１
４
４
番
ほ
か

面
積
　
　
６
１
１
０
・
46
㎡

予
定
価
格
２
４
２
２
万
７
７
６
８
円

●
請
負
契
約
の
締
結

河
内
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
工
事

（
建
築
）
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も

の
。契

約
金
額
　
２
億
３
９
４
０
万
円

契
約
の
相
手
方
　

松
本
建
設
株
式
会
社

●
請
負
契
約
の
締
結

（
仮
称
）
福
富
多
目
的
ホ
ー
ル
新
築

工
事
（
建
築
）
の
請
負
契
約
を
締
結
す

る
も
の
。

契
約
金
額
　
２
億
１
６
０
万
円

契
約
の
相
手
方

株
式
会
社
荒
谷
工
務
店

〈
反
対
討
論
〉

工
期
等
に
つ
い
て
、
執
行
部
か
ら
の

詳
細
の
説
明
が
な
い
。

〈
賛
成
討
論
〉

趣
旨
に
は
賛
成
す
る
が
、
執
行
部
は

議
案
の
説
明
を
十
分
行
う
べ
き
で
あ
る
。

●
委
託
契
約
の
変
更

東
広
島
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事

委
託
に
関
す
る
基
本
協
定
に
つ
い
て
、

契
約
金
額
を
１
億
６
１
０
０
万
円
減
額

し
変
更
す
る
も
の
。

変
更
後
の
契
約
金
額

15
億
８
９
０
０
万
円

●
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認

新
た
に
生
じ
た
土
地
が
確
認
さ
れ
た

た
め
、
当
該
土
地
が
本
市
の
区
域
内
に

新
た
に
生
じ
た
土
地
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
も
の
。

土
地
の
場
所

安
芸
津
町
三
津
字
皆
実
新
開

４
３
９
２
番
35
の
地
先
の
土
地

●
字
の
区
域
の
変
更

新
た
に
生
じ
た
土
地
の
区
域
を
大
字

三
津
字
皆
実
新
開
に
編
入
す
る
も
の
。

●
採
石
業
の
適
正
な
実
施
の
確
保
に
関
す

る
条
例
の
制
定

県
か
ら
移
譲
さ
れ
る
採
石
業
に
係
る

採
取
計
画
の
認
可
の
事
務
に
関
し
、
採

石
業
者
の
責
務
や
そ
の
認
可
の
基
準
等

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

●
市
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正

市
営
住
宅
の
岩
谷
第
１
住
宅
、
広
畠

第
２
団
地
、
砂
原
団
地
及
び
湯
盛
団
地

を
廃
止
す
る
も
の
。

●
西
条
駅
前
地
区
再
開
発
住
宅
条
例
の
一

部
改
正

西
条
駅
前
地
区
再
開
発
住
宅
の
駐
車

場
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
料
な
ど
、
管

理
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

使
用
料
の
減
額
又
は
免
除
の
規
定
が

あ
い
ま
い
で
あ
る
。

●
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

東
広
島
運
動
公
園
に
野
球
場
を
新
た

に
設
置
す
る
も
の
。

●
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
等

を
徴
収
す
る
受
益
者
の
範
囲
を
整
備
す

る
も
の
。

●
公
共
下
水
道
区
域
外
流
入
分
担
金
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

公
共
下
水
道
区
域
外
流
入
分
担
金
を

徴
収
す
る
受
益
者
の
範
囲
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
安
芸
津
・
河
内
・
福
富
・

豊
栄
処
理
区
の
区
域
外
流
入
分
担
金
の

額
を
定
め
る
も
の
。

●
専
決
処
分
の
承
認

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

市
道
の
管
理
上
の
瑕
疵
に
よ
り
自
転

車
の
運
転
者
が
負
傷
し
た
た
め
、
損
害

賠
償
の
額
を
定
め
る
も
の
。

●
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
の
同
意

東
広
島
市
西
条
町
田
口
２
６
８
８
番
地
１

荒
谷
　
宏
之

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と

東
広
島
市
河
内
町
入
野
６
８
４
３
番
地
２

沖
　
　
忠
行

東
広
島
市
西
条
土
与
丸
一
丁
目
３
番
22
号

大
野
　
本
子

東
広
島
市
八
本
松
南
六
丁
目
14
番
１
号

岩
浅
　
　
清

委
員
会
へ
の
付
託
を
省
略
し
て

可
決
し
た
案
件
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東
広
島
市
高
屋
町
造
賀
７
９
５
２
番
地

e
橋
　
敏
子

東
広
島
市
八
本
松
町
吉
川
１
５
３
番
地
１

根
来
み
ち
子

東
広
島
市
高
屋
町
中
島
８
０
１
番
地
59

西
根
　
文
子

東
広
島
市
西
条
町
寺
家
６
５
６
１
番
地
２

坂
本
　
公
子

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意

東
広
島
市
鏡
山
二
丁
目
３
６
０
番
地

鈴
木
由
美
子

●
副
市
長
の
選
任
の
同
意

広
島
市
南
区
東
雲
二
丁
目
14
番
18
‐
２
０
３
号

長
谷
川
幹
夫

●
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

委
員
会
か
ら
の
議
案
提
出
及
び
電
磁

的
記
録
に
よ
る
会
議
録
作
成
の
手
続
き

を
定
め
る
も
の
。

●
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

議
員
の
定
数
の
変
更
に
伴
い
、常
任
委

員
会
の
委
員
の
定
数
を
変
更
す
る
も
の
。

●
市
道
寺
家
南
21
号
線
沿
い
道
路
・
河
川

整
備
・
改
修
・
及
び
排
水
設
備
に
関
す

る
請
願

《
建
設
委
員
会
で
の
審
査
概
要
》

▽
請
願
の
要
旨

西
条
町
寺
家
地
区
で
は
、
水
田
の
急

速
な
宅
地
化
や
、
地
区
を
流
れ
る
黒
瀬

川
が
天
井
川
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
雨
が

続
く
と
地
区
の
河
川
の
水
位
が
上
昇

し
、
自
動
車
が
河
川
に
落
下
す
る
な
ど

の
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。そ
の
た
め
、

「
大
雨
に
耐
え
う
る
河
川
改
修
」、「
市

道
の
拡
幅
、
冠
水
問
題
の
解
決
の
た
め

の
強
制
排
水
施
設
の
設
置
」、「
地
域
住

民
が
安
全
に
歩
行
で
き
る
よ
う
河
川
へ

ふ
た
を
設
置
す
る
」
な
ど
の
措
置
を
講

ず
る
よ
う
求
め
る
も
の
。

▽
委
員
の
主
な
意
見

・
早
急
に
対
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

・
請
願
の
趣
旨
に
は
賛
同
す
る
が
、請
願

の
対
象
地
域
が
市
道
一
路
線
沿
い
に

限
ら
れ
て
お
り
、本
地
区
の
浸
水
・
道

路
問
題
の
抜
本
的
解
決
に
は
な
ら
な

い
。本
地
区
の
浸
水
問
題
の
改
善
へ
向

け
て
執
行
部
が
開
始
し
た
取
り
組
み

を
注
視
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

▽
委
員
会
で
の
反
対
討
論

本
件
は
、
本
来
、
地
元
が
十
分
協
議

し
た
上
で
要
望
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
と

考
え
る
。
執
行
部
で
は
、
問
題
の
抜
本

的
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
が
既
に
予

定
さ
れ
て
い
る
。

▽
委
員
会
で
の
賛
成
討
論

本
地
域
が
都
市
化
す
る
こ
の
時
期
に

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
本

請
願
を
不
採
択
と
し
た
場
合
、
執
行
部

が
既
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
浸
水
対
策

を
否
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

▽
委
員
会
で
の
審
査
結
果

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

《
本
会
議
で
の
討
論
》

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

執
行
部
は
、
請
願
を
受
理
し
た
後
に
、

浸
水
問
題
の
抜
本
的
解
決
へ
向
け
た
取

り
組
み
を
開
始
し
た
。議
会
も
そ
の
必
要

性
を
認
識
し
た
上
で
請
願
を
採
択
し
、執

行
部
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
べ
き
で

あ
る
。
道
州
制
の
州
都
を
目
指
し
、質
の

高
い
街
を
形
成
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

●
生
活
保
護
の
「
母
子
加
算
」
廃
止
に
反

対
す
る
国
へ
の
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
請
願

《
文
教
厚
生
委
員
会
で
の
審
査
概
要
》

▽
請
願
の
要
旨

政
府
は
、
新
年
度
か
ら
、
生
活
保
護

の
母
子
加
算
を
段
階
的
に
廃
止
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、
２
万
20
円

を
加
算
し
て
い
る
が
、
廃
止
す
る
と
母

子
世
帯
の
生
活
保
護
費
は
約
16
％
削
減

さ
れ
る
。
母
子
世
帯
の
収
入
は
一
般
世

帯
の
収
入
の
４
割
に
満
た
ず
、
母
子
世

帯
へ
の
手
立
て
が
必
要
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
国
や
関
係
行
政
庁
に
対
し
、
生
活

保
護
の
母
子
加
算
を
廃
止
し
な
い
よ
う

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
。

▽
委
員
会
で
の
反
対
討
論

母
子
加
算
の
廃
止
は
、
国
が
一
般
母

子
家
庭
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
意
味
合

い
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
新
た

な
就
労
促
進
政
策
も
行
う
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
国
の
方
針
に
反
対
す
る
本
請

願
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

▽
委
員
会
で
の
賛
成
討
論

一
般
母
子
家
庭
の
収
入
は
減
少
し
、

生
活
保
護
世
帯
と
同
じ
よ
う
な
水
準
に

下
が
っ
て
い
る
。
母
子
加
算
の
廃
止
で
、

さ
ら
に
生
活
は
苦
し
く
な
り
、
む
し
ろ

一
般
母
子
家
庭
の
状
況
を
ど
う
引
き
上

げ
る
か
政
府
は
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

▽
委
員
会
で
の
審
査
結
果

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
し
た
。

《
本
会
議
で
の
討
論
》

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

母
子
家
庭
の
扶
助
費
は
、
平
成
17
年

度
に
、
ほ
と
ん
ど
の
年
齢
区
分
で
削
減

さ
れ
て
い
る
。
生
活
保
護
制
度
の
目
的

か
ら
、
ま
た
、
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら

も
母
子
加
算
を
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
。
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議
員
提
出
議
案

を
可
決
し
ま
し
た

請
願

を
不
採
択
と
し
ま
し
た



５
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
開
催
さ
れ
た

平
成
19
年
第
１
回
臨
時
会
で
は
、
正
副
議

長
選
挙
や
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど

を
行
い
、
市
議
会
議
員
選
挙
後
の
新
し
い

議
会
構
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
税
法
な
ど
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

「
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
」
な
ど
、

承
認
案
７
件
、
同
意
案
２
件
を
可
決
し
ま

し
た
。

●
専
決
処
分
の
承
認

市
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

た
ば
こ
税
の
引
き
上
げ
は
国
民
の
小

さ
な
楽
し
み
を
奪
う
も
の
で
あ
る
。
株

式
譲
渡
所
得
に
係
る
市
民
税
の
特
例
は

裕
福
な
市
民
へ
の
優
遇
措
置
で
あ
る
。

●
専
決
処
分
の
承
認

都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
都

市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。

委
員
会
へ
の
付
託
を
省
略
し
て

可
決
し
た
案
件

平
成
19
年
第
１
回
臨
時
会
が

開
か
れ
ま
し
た

●
専
決
処
分
の
承
認

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

国
保
税
の
基
礎
課
税
額
の
限
度
額
の

引
き
上
げ
は
市
民
に
新
た
な
負
担
を
強

い
る
こ
と
に
な
る
。

〈
賛
成
討
論
〉

高
齢
者
の
増
加
が
避
け
ら
れ
な
い
中
、

制
度
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

●
専
決
処
分
の
承
認

広
島
県
と
東
広
島
市
と
の
間
に
お
け
る

特
別
児
童
扶
養
手
当
認
定
等
事
務
の
事

務
委
託
に
関
す
る
規
約
の
一
部
改
正

広
島
県
と
東
広
島
市
と
の
間
に
お
け

る
特
別
児
童
扶
養
手
当
認
定
等
事
務
の

事
務
委
託
に
関
す
る
規
約
に
つ
い
て
、

所
要
の
語
句
を
修
正
す
る
も
の
。

●
監
査
委
員
の
選
任
の
同
意

東
広
島
市
西
条
朝
日
町
３
番
２
号

光
野
　
義
信

●
監
査
委
員
の
選
任
の
同
意

東
広
島
市
八
本
松
東
六
丁
目
13
番
21
号

中
曽
　
義
孝
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■第1回臨時会で
可決した案件

●承認案 7件
●同意案 2件

■第１回臨時会の日程
５月09日（１日目） 開会、仮議席の指定、議長選挙、議席の指定、会期の決定
５月10日（２日目） 副議長選挙、議会運営委員会委員の選任、常任委員会委員の選任、広島中央広域行政組合

議会議員の選挙、竹原広域行政組合議会議員の選挙、広島県後期高齢者医療広域連合議会議員の
選挙

５月11日（３日目） 議案説明、承認案採決【承認可決】、同意案採決【同意可決】、閉会

補正内容 補正後の総額 補正予算 

●次の補正予算に係る専決処分を承認しました 

平成18年度一般会計補正予算（第４号） 財源更正 652億 997万3千円 

補正内容 繰越明許費の総額 補正予算 

平成18年度公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 
繰越明許費の変更 

1,840万円増 
1億7,040万円

平成18年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 
繰越明許費の追加 

198万円追加 
198万円

＜反対討論＞ 
　地方債の新たな発行は市の借金を増やすことになり、財政難につながる。 
＜賛成討論＞ 
　地方債は有効活用すれば市にとって有利になる。 


